
 

 

News Release 

（単位：千ﾄﾝ、％）

扱  別 品     目 本年実績 前年実績 増減 前年比

農産品・青果物 1,792 1,771 21 101.2%

化 学 工 業 品 1,846 1,832 14 100.8%

化 学 薬 品 1,371 1,337 34 102.6%

食 料 工 業 品 3,412 3,423 -11 99.7%

紙 ・ パ ル プ 2,545 2,666 -121 95.5%

コンテナ 他 工 業 品 1,471 1,444 27 101.9%

積 合 せ 貨 物 2,870 2,638 232 108.8%

自 動 車 部 品 890 764 126 116.5%

家電・情報機器 396 397 -1 99.8%

エ コ 関 連 物 資 589 487 102 120.9%

そ の 他 3,585 3,513 72  102.0%

コ ン テ ナ 計 20,768 20,273 495 102.4%

石 油 5,914 6,071 -157 97.4%

セメント・石灰石 1,393 1,405 -12 99.2%

車　　　扱 車 両 875 872 3 100.3%

そ の 他 592 601 -9 98.5%

車 扱 計 8,774 8,949 -175 98.0%

29,543 29,222 321 101.1%

（車扱の品目別輸送量は社線発送トン数も含む数値、本年は速報値、前年は確報値）

合　　　　　　　計

（単位：千ﾄﾝ、％）

種別

扱別 本年実績 前年実績 前年比

コンテナ 20,768 20,273 102.4%

車    扱 8,774 8,949 98.0%

合　  計 29,543 29,222 101.1%

２０１9年度計

２０２０年４月１５日 

 

２０１９年度 輸送実績（速報） 

 

１．輸送概況 

コンテナは、10月に発生した台風 19号の接近により大きな影響を受けたものの、前年相

次いで発生した「平成 30 年 7 月豪雨」「台風 21 号接近」「北海道胆振東部地震」等の災

害の影響もあり多くの品目で前年を上回る結果となった。中でもエコ関連物資は関東地区

内での建設発生土の輸送が順調に推移したほか、自動車部品が東海・九州地区間での新規輸

送開始に伴い好調に推移した。また、積合せ貨物は九州発着貨物が大きく反動増となったほ

か、各地で鉄道シフトが進んでいることも併せて好調に推移した。一方、紙・パルプは国内

需要減少により低調に推移したほか、食料工業品は生産拠点の変更等に伴い前年を下回る

結果となった。その結果、コンテナ全体では前年比 102.4％となった。 

 車扱は、消費税増税後の反動および暖冬により石油の需要が落ち込んだため、低調な荷動

きとなった。その結果、車扱全体では前年比 98.0％となった。 

コンテナ・車扱の合計では、前年比 101.1％となった。 
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３．品目別輸送実績表 

 


